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フィッショントラック熱年代学による野島断層解剖
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フィッショントラック（ＦＴ）熱年代学は、加熱温度と時間に応じて短縮消滅するＦＴの特性を用い、トラ
ック長と単結晶年代の分析から岩石の温度履歴を復元する方法である。本研究ではこの方法を用いて、1 9 9 5年1月
1 7日に発生した兵庫県南部地震（阪神大震災）の際活動した、淡路島北西部野島断層の温度履歴解析をTagami  et
al. （1999）のトラック長データを母体として行った。その結果、ＧＳＪコアのトラック長分布は大学500ｍコアの
それとかなり共通点の多いことが分かった。また、今回の測定ではＧＳＪコアのトラック長分布が断層中軸帯に
対し非対称であったことが分かった。

フィッショントラック（ＦＴ）熱年代学は、加熱温度と時間に応じて短縮消滅するＦＴの特性を用い、トラ
ック長と単結晶年代の分析から岩石の温度履歴を復元する方法である。本研究ではこの方法を用いて、1 9 9 5年1月
1 7日に発生した兵庫県南部地震（阪神大震災）の際活動した、淡路島北西部野島断層の温度履歴解析を行った。
野島断層では活断層の構造、応力・温度、破砕帯の回復過程などの理解のために、断層深部のボーリング掘削調
査がおこなわれた。ＦＴグループでは富島地域において掘削された大学5 0 0ｍコアを用いた予察的分析を行った結
果、野島断層近傍でのトラック短縮が認められた（Tagami  et al., 1999)。本研究ではTagami et al.（1999）のトラ
ック長データを母体として、大学5 0 0ｍコアのデータの充実、そして平林地域において同断層を掘削した地質調査
所（ＧＳＪ）コア（伊藤ほか,  1996）の花崗岩試料のトラック長解析、さらに断層破砕帯の地表露頭試料のトラッ
ク長解析を行い、それぞれのデータを比較検討した。

その結果、ＧＳＪコアのトラック長分布は大学500ｍコアのそれとかなり共通点の多いことが分かった。まず、
両コアとも断層直上でのトラック短縮が認められ、トラック短縮が認められたほとんどの試料について、そのト
ラック長分布は約1 0～1 1μｍと6～7μｍにピークを持つバイモーダル分布を示した。これはYamada et al.（1 9 9 5）
の室内アニーリング実験データや、Tagami  and Shimada（1 9 9 6）の天然試料を用いた長期アニーリングのデータ
に基づく従来のトラック短縮モデル（トラックの長さ頻度分布がアニーリングの進行にしたがって長い方から短
い方へ連続的に推移していく）とは異なっている。そのため、野島断層近傍では熱水等の影響で従来のモデルと
異なるアニーリング過程をたどった可能性がある。

また断層直下については、大学コアでは堆積層のためデータが得られておらず、ＧＳＪコアと比較検討する
ことができなかった。しかし、ＧＳＪコアにおいて断層中軸帯より深い地点の試料からも短縮したトラックが認
められたことから、大学コアについても同様な熱影響が断層下で推定される。そして、断層から離れた地点では、
比較的低深度（ 2 0 0～3 0 0ｍ前後）におけるトラックの短縮が両コアで認められた。しかし、これが断層近傍の温
度異常に依存するものなのかどうかについては、ＦＴ年代測定結果やその他の分析結果と比較する必要がある。
だが、それぞれのボーリングサイト近傍の地表露頭試料においてトラック短縮が全く認められなかったことから、
断層近傍でのトラック長分布には深度依存性が存在すると考えられる。

さらに、今回の測定ではＧＳＪコアのトラック長分布が断層中軸帯に対し非対称であったことが新たに分か
った。また、トラックが温度上昇によって最も影響を受けた地点は断層中軸帯よりも深い地点であると思われる。
これは、破砕中心である断層中軸帯と温度上昇の中心が異なること等が原因として考えられるが、この現象につ
いても今後さらにトラック長の分析データを質量共に充実させるとともに、変形・変質など他の分析結果（田中
ほか, 1999；Ohtani  et al.,  submitted；Fujimoto et al., submitted）と比較検討を進めていく予定である。

最後に、ＧＳＪコアについてのご助言など、本研究を遂行する上でいろいろお世話いただいた地質調査所の
伊藤久男、大谷具幸、藤本光一郎の諸氏に深く感謝の意を表します。
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